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研究成果の概要（和文）：第1～16回の参議院議員通常選挙について都道府県から発行されている市区町村別結果の資
料を、1423部のうち1110部（78％）収集し、PDF化した。第7回～第23回の地方区・選挙区、第10回～第12回までの全国
区、第13回から第23回までの比例区選挙について、有権者数・投票者数・有効投票数・候補者別（政党別）得票数を格
納したデータセットを構築した。候補者情報の整備も進め、第10回～第16回の地方区・選挙区候補者、第5回～第12回
の全国区候補者について、氏名、性別、生年月日、所属政党、新旧別、職業等を入力したデータセットを整備した。

研究成果の概要（英文）：We collected municipality-level materials on the elections of the House of Council
lors fro 1947 to 1992, which were issued by prefectures. We obtained 1,100 issues of all of the 1423 issue
s and make it PDF format. We make datasets of the numbers of citizens, voters, valid votes and votes for e
very candidate for local districts from 1965 to 2013 and national districts from 1974 to 2013. We also  da
tasets of candidates (name, sex, date of birth, party, incumbency status) for local districts from 1974 to
 1992 and national districts from 1959 to 1980.
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１．研究開始当初の背景 
 先進民主主義国において、我が国のように、
議院内閣制と権限の強い第二院が共存する
憲法体制は稀少である。また、選挙制度が衆
議院と参議院で異なることも特徴的であり、
この差異は、選挙制度が選挙過程、政党組織、
公共政策などに及ぼす影響を明らかにする
上での、極めて有効な比較視座を提示してい
る。本研究では、日本の参議院がもつ、この
ような制度的諸条件が、選挙過程、政党組織、
国政運営や公共政策の様々な側面にどのよ
うな影響を及ぼしているかを実証的に解明
し、戦後日本政治に関する新たな解釈をもた
らすことを目指す。また、世界の民主主義国
家における政治制度と政治過程に関する研
究系譜に位置づけることによって、理論的に
も、世界的に評価されうる成果を導くことを
目指す。 
 従来の日本政治研究、特に選挙過程の分析
は、そのほとんどが衆議院を対象にしたもの
であり、日本政治の理解もこの範囲を出なか
った。すなわち、自民党議員が代議士系列を
通じて利益を配分するネットワークは、選挙
時には集票マシンの役割を果たし、自民党政
権の維持に貢献するが、この構造は中選挙区
制により作られたという理解である。しかし
ながら、参議院選挙において同様の構造が生
じていたのかについては、理論的にも、実証
的にもほとんど研究がなされていない。した
がって、このような先行研究における問題を
踏まえて、本研究では、参議院選挙の詳細な
実証的研究を進めつつ、前段で述べたような
比較研究を行う。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、4 つの大項目を設定し、その
下に分析対象を設定し、これらを明らかにし
ようとする。 
(1) 戦後日本の政治変動と参議院選挙 
 市区町村レベルの得票データを基に、各回
の参院選を分析する。未知の領域である、自
民党成立前の占領期に 55 年体制の萌芽がど
のようにみられていたのか、マクロ・レヴェ
ルでの多党化、保守回帰、与野党伯仲・ねじ
れなどが、ミクロ・レヴェルでは実際どのよ
うなものであったのか、を検証する。 
(2) 参議院選挙の構造 
 まず各政党の得票構造、有効候補者数、政
党位置の変遷を把握する。つぎに、参議院は
地方区・選挙区と全国区・比例区の二票制で
あるので、両者を比べ、個人投票と政党投票
の違いや分裂投票の様相を明らかにする。加
えて、地方区・選挙区の一人区と複数定数区
の得票構造を比べることで、定数の効果を明
らかにする。 
(3) 参議院選挙と自民党集票システム 
 衆院選でみられる自民党の集票構造が、参
院選においても妥当するかどうかを検討す
る。全県 1区の参院選における「系列組織」
の効果や得票偏重度の様子を明らかにする

だけでなく、地方政治家が自らの選挙の直後
の参院選で動員の手を抜く「亥年現象」の仕
組みも詳細に分析する。また、衆院選よりも
大きな定数不均衡が財政移転に与える影響
や、知事選・都道府県議選との相互作用も分
析する。 
(4) 選挙制度改革の効果 
 1980 年までの全国区、1983-1998 年の拘
束名簿式比例区、2001 年からの非拘束名簿
比例区を比較して、選挙制度が各党の得票構
造に与えた効果を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、次の通り 3つのユニットを構成
し、それぞれのユニットが同時並行的に作業
を進めた。 
(1) 参院データユニット 
参議院選挙データの収集・入力を担当する。 
①データ収集サブユニット：国会図書館・各
都道府県立図書館・選挙管理委員会との連
絡・調整、収集済み資料のチェック、発送・
支払いにかかわる事務、資料の PDF 化、紙資
料にあるエラーの確認を行う。なお、データ
の原資料は、各都道府県選挙管理委員会が発
行する『参議院通常選挙の記録』（または同
旨の資料）である。また第 17 回参議院選挙
以降については、読売新聞社と朝日新聞社か
らCD-ROMが販売されているので、本研究は、
第 1～16 回の参院選データを収集する。 
②データ入力サブユニット：データ入力にか
かわる作業を専門的に行う。入力作業につい
ては研究補助予定者に対して一定の入力ス
ピードを確保するトレーニングを施しつつ、
エラーを防止するプログラムも開発する。 
(2) 既存データユニット 
既に収集・入力されたデータの整理・加工
を担当する。 
①データアーカイブ・サブユニット：本研究
組織のメンバー各自が、これまでに収集・入
力してきたデータ（国勢調査・財政・知事選・
県議選など）を一元的に管理する。また、参
院データユニットから断続的に提出される
完成データの管理を行う。 
②データ接合・サブユニット：アーカイブに
収められた各種データは、異なるフォーマッ
トで作成されている。これを分析に利用可能
な状態で接合するために加工する。MS Access
などを用いてリレーショナルデータベース
を構築する。 
(3) 分析ユニット 
単独もしくは共同で研究の目的に従った
分析を進めていく。 
 
４．研究成果 
(1) 参院データユニット 
資料収集は、1423 部（46 都道府県*16 回*2+
沖縄）のうち 1110 部（78％）まで進めた。
これら全てが PDF 化され、経年劣化を未然に
防止する措置がとられている。 
データ入力は、幾重ものエラーチェックを



行い、1423 部中 1030 部が完了している。そ
の結果、最終的には第 7 回～第 23 回までの
地方区・選挙区、第 10 回～第 12 回までの全
国区、第 13回から第 23 回までの比例区選挙
について、有権者数・投票者数・有効投票数・
候補者別（政党別）得票数を格納したデータ
セットを構築することができた。収集資料に
対する入力は、92.8％である。未入力の 7.2％
のうち半数以上は、市郡別のデータしか掲載
されていない、あるいは修正（推定）不可能
な資料ミスなど、資料自体の不備に基づくも
のである。なお研究開始年度からの延べ入力
セル数は350万セルを超えるものとなってい
る。 
また候補者情報の整備も進め、第 10 回～
第 16 回の地方区・選挙区候補者、第 5 回～
第 12 回の全国区候補者について、氏名、性
別、生年月日、所属政党、新旧別、職業等を
入力したデータセットを整備した。 
(2) 既存データユニット 
国勢調査データ、地方財政データおよび衆
議院総選挙データを収集・整備した。国勢調
査関係については 1970 年以降、地方財政関
係については 1975 年以降の市区町村別デー
タを収集、衆院選については 2012 年総選挙
までの市区町村別選挙結果データを整理し、
市区町村コードをキーとして衆院線データ
と接合可能なデータベースを構築した。  
(3) 分析ユニット 
 衆院の選挙制度と参院の選挙制度それぞ
れがもたらす選挙競争のあり方が異なり、か
つその相違が選挙区や自治体ごとに多様で
あることが、55 年体制の一部分を特徴づける
ことを明らかにした。すなわち、自民党も社
会党も、同じ自治体であっても衆院選と参院
選では定数が異なることに加え、全国区・比
例区の存在によって、衆院選で勝利すること
が参院選の勝利には結びつかず、参院選挙区
での勝利がストレートに全国区・比例区での
勝利には結びつかないという結果を受け入
れざるを得ず、自民党長期政権あるいは 55
年体制を形づけたことを明らかにした。 
 また、参議院選挙の地方区・選挙区では一
人区が多いこと、複数定数区でも一人しか候
補者が擁立されないケースが多いこと、選挙
区の地理的規模が大きいこと等に注目し、
「候補者中心」の選挙競争が強調される 55
年体制期においても、参院選では衆院選に比
べると、候補者要因より政党要因の重要性が
高かったとの仮説を検証した。その結果、全
国的な自民党投票の変動は小さいものの、参
院選では衆院議員による支持者の動員が行
われていた可能性が示された。これは、参院
選が候補者ではなく、党地方組織を中心とし
て戦われていたことを示唆する。 
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